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第1款　宇宙飛しょう体の地上活動への活用

　　第1章　天文学及び太陽物理学分野の展望

　　A　天文学

　　　1．意　　「義

穐噸は原始時代以来・徹ず縮傾を描き続けてきた・宇宙とは何か混

　　はいかにして生まれたか、そして人類はどうして生存してきたかを絶えず問い

　　続けてきた。　この問題は科学技術が進歩するにつれてますます広く、かつ深

　　まってきた。天文学は人類の知的探究心を背景として：最も古ぐから発達した自

　　然料学であり・それがもたらした知見と技術はしばしば文明の命運すら左右し

　　てぎたのである。

　　　現代の宇宙観の土台は今世紀初頭以来の天体物理学の長足の進歩によつで築

　　かれたが、過去四半出歯に澄けるクエーサー、パルサー、3ρ：K輻射、赤外線星、

　　X鴻恩、星間分子、ブラックホール等の相次ぐ発見によって、我々の宇宙につ

　　いての認識は急速にその度合を深めつつある。ところで、その認識の方途は大

回気騨外回実現と回しい次元をカロえた・即ち回気は柵の三三

　　線を遮蔽し、僅かに可視光と赤外線『・電波の一部を透すのみである。これまで

　　大気の海の底にあってその揺ぎ、吸収、放射などの障害と戦って宇宙を探って

　　き．た人類が、大気の海の上に出て宇宙の全貌を見渡せるようになったのである。

　　こうして三三が宇宙を見る波長帯は電波からγ線にわたって一挙に拡がh、大・

　　気に制継れて賊従来ρ天文のイメ．一ジを一変しつつある．これら回しい

　　眼で観測する宇宙は、それ自体地球上で実現され得るいかなる状態をも超えた

　　超高温、超高密度あるいは超高真空の世界で：あり、激変のドラマに満ちている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1二
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1

．この意義ゆえ、に大姦圏外からの宇宙観測は、宇宙線、X線、7線で代表される

ように，宇宙時代㊧悪開け以来常に宇宙開発の先駆者的役割を果たしてきた。

今後、特にX線・極端紫外・遠赤外ゐ領域の天来学行測定技術の進歩につれて、

飛躍的に発展することが期待される。また大気のゆらぎにわずらわされない軌

道望遠鏡で蝿旅遠儲畔宙のはてを見ることも可能であり、．蘇天心学

のラロンティアは次第に軌道天文台からの観測へと移って行くであろう。

広大な宇興生起する現象の研究は四温儲・高土ネルギーの物三図

稀薄電磁流体の物理学、孤立重力系の物理学、・藁三相鮒論物理学、分子・弓形　ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
成の物理化学等の重要な新しら学問分野をも導出しつつある。将来ますます重

要性をますこれら学際領域に・痛いては、近い将来必然的に観測は大型化、精密

化して行くであろう。

今や宇鶴代の新しい三三が回れつつあり、三三進国の内でも独特な

客意醗展を遂げてき餓姻は調補血側を果たす趾翻とともた・嫡・、

圏外よりの宇宙観測を積極的に推進しなければならない。，

働

　また赤外線琴文観測も気球、ロケット等を使用レて急速に進展しつつあり、

三線の湯翻・気鞭損1については詩峨力1国で鱗された翻技術に

よって実績が積み重ねられて玲る・

（2）

米

ソ

2．内外ρ動向

（1泊本の動向　　　　　　　　　劇三一・ッパ庸星を作って輝ら打ち上げても嚇式をとって紘

　我が国においては1963年以来・気球、ロケットにより、X線天文学の分　　　　　　　　　　　耳SROのTD4A・qOS一二等声ある？これまでも積極的だっ

野で先端的な研究が行われてきた。特にすだれコリメーヌー、極軟k線検出器　　　　　　　　　　　たオランダは強力な宇宙科学体制を持つそいて、ANSによる三

等の翻技御も先鞭をづ吋、綱’のρSO、SAS、HEAO－A、姻のA・1一　・，　　測繊和し現赫外天文醒・RASを計画中である・ヒ勲姻に

r購の衛星の設計鱒雌嵐・蝋同ρ灘趣きて囑・，　　　はUR・シリア漏る・’
我姻のX綴文鯉≒してはG・RSA－bl　ASTR・、÷A・ASTR・　　　　1この他・NASA’」ESA・期共同の、ものに・UE、がある・スペ

ニB等の設計・製作縫められているカ｛・これらはいずれも三三X線天文学　　　　一　1ラフ：の三三綬脈ESAはNAS尊牛の連四強や・

三三獅連絡を保ちつつ弓勢ている計薗である・　　　　　　　　　　ST降呼も一部の三三の開発を担当する予定である・この、「

　　　　　　　　　　　　　　　脚輪2｝‘　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　一3、一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　，置．

外国の動向

　　国・・A・シリーズ、・S・シ匹ズ・幽SASシリーゆ打上げゆ

　　　　えセ、マリナーシリーズの一部も利用され・またジュミニシリー

　　　　ズやスカイラブなどの有人観測も行われてきた。1977年から78

　　　　年にかけてHEAO－A、HEAO－Bの大型X及びγ線天文衛星

　　　　が上がり、またスペ｝ス・シャトルを利用しての大型X線望遠鏡、、赤

　　　　外点遠鏡・紫外騨遠鏡を上げる緬臨く・フリーフラや

　　　　一としてスペース・シャトルで上げられる大型光学望遠鏡（ST

　　　　1；1983年・）ほ10年以上¢1寿命を予定している。

　　連：イン主用コズモスシリーズを利用して観測が行われてきており、，

　　　　また、ソ，三一ズシリーズを利用しての有人観測も行？てきた。更

　　　　砂・ドンなどの高エネル癌粒子測牢醒もある。㈱、将来

　　　　計画は不明である。
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　　　　　，他には、X線観測のためのEXOSAT（1976年）、更にEUV

　　　　　　での観測衛星等が計画されている。

　諸外国に分いては全般的に大型化、国際共伺佑が進みつつあり、将来はスペ・

一子ステーションに天文台が設置される可能性が極めて高い。『ヤ

3．実施課題

重難が蝉糊してくると考えられる鞭の主なもの肱のと籾である・麟

　（1）銀河系の生成・進化及び終末

　恒星は星間物質から生まれ、起新星の爆発を経て再び星間物質に帰って行’く

が、そ．の恒星と星間物質の輪廻の場となっている銀河系全体の物理を明らかに

，し・進化の道筋を研究する・ハップ・レ系列とし燗られてい繊源のさまざまな

形状・構造を統二軍に説明し、その原因を宇宙論的な初期条件にまで結びつけ、

我々の銀河系め置か典ている進化段階を究明する。

　宇宙線・γ線・X線（電波）などによる高エネルギー源の観測によってて三下

系の大局的な活動の様子を搾り、赤外、紫外、X線（電波）の観測によって星

間物質の物理・化学特性を明らかに：して銀河系の進化に澄ける働きを明らかに

する・大気圏三三翻は醒と賄物質の概作用の三子を浮き駒にし轡

遠い銀河系や我々の銀河の周縁部についても、化学組成や運動学的特性、

銀河年令の決定を可能にする。　　　　　　’　　　　、1

（2）鈎性子星ブラ・ク・ボー・、準星等の特異天体の物理

，入工実験では渓現不可能な雛的な物理状況が存在していると考え拠る一

これらの ｿ雅を観察謝することによって興し吻理学の分野を開拓

するポ中性子星は超高甑物齢と離鶴の雛プラズマ謙沸て、歓ブ

フラック．ホ剛 S搬三論ρ犠点謙沖て独犠懇場となつやる・、

　　　　　　　　　　　　　　　」4－r　，

鞠

働

準星については当てはめるべき物理概念の模索から始あなくてはならない。

　・起こっている物理過程を見回ぬるために、できる限り広込エネルギー帯域に

．わたっての観測を同時に行う。また特異天体の状態を統計的匹究明するために、

全天にわたる掃天探査が重要とな’るが、新しい宇宙観測技術の開発に伴って、

新種の特異天体が発見されることも期待される。広範囲の時間尺度を持つさま

ざまな変化’・活動の詳しい観測は、物理過程の決定に不可欠である。

　（3）宇宙線の起源

・宇宙騨太陽系外から三三値接入手できる唯一の宇宙物質のサンプルであ

る。b

　1010～1020eVにも達する超高エネルギーをもつ宇宙線の起源については多

くの理論が提出されているが、まだ明確な実証は得られていない。地球上の粒

子加速器に：よって得られるエネルギーに比べればその規模の大きさは驚くほか

’ない。特に1018eV以上の宇宙線は我々め臣下に閉じこめて鋸ことさえで

きな熔。宇宙線の方向分布と三三ノヒギースペクトル及び組成ぐ特に同位体比を

良い精度で求めることによって、超新星、・糧レサー、銀河中心核などの局所的

な活動と結びつく可能性を追及する。宇宙線粒子そのものの観測と並んで、宇

宙線源における加速現象に付随する放射を捉えるためにX線ゲγ線域、電波ゼ

光学域の観測も必要であるσ　．．　・　　　　　　　　　P

　（4）銀河集団の物理　　、　　　．　　　　　　、

　鋤集団旧知の物回合形態ρう搬大のものであって・’そ，の起源・進化

の究明は、、「物」についての基本的な考え方を左右する。この巨木な物質集合

の構造と力学は三三駅と三三に騨しかて・単に嫌団の、力学の雛

では説明のつかない領域である。銀河系集団の重力安定性から古典力学的に求め

られた総質量と・観測されや構成銀河系の質量の総和との間に回している大きな・
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／

差異（いわゆるmlsslngmass）（前者が約100倍）は重大宏謎だが、銀

河系間物質や銀河集団の大局的な活動性の問題をも含んで解明されなければな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5らない。大集光鏡による高モネルギー帯の観測とともに高解像力を持つ長波長

帯（紫外～電波）の観測が有効である。

　（5）宇宙物質の生成と進化．

　我々の宇宙を形成している元素の種類とその起源と進化を明らかにす

る・太陽系よ臆方の空間腋蹄ける様子は＼近くの醒や離水繧の綴

領域に限っ、て詳しく調べられてきたカ『・二次宇宙線による直接の探査、X線
　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分光による超高温星間プラズマの化学解析・電波・赤四域分光によ乙星間物

質の組成決定等、宇宙空間からの観測は新しい窓を薗きっ6ある。また高解像

力．低雑音の大菊圏外光学齪測は非常に遠方の・従って宇宙の歴史を過去にさかの

ぼった天体の元幸組成決定を高い精度で行うことを可能にする。宇宙を満たして

いる粒子や放射を直接的に測定することによ6て、卓宙の初期からの残存成分を

検出し、それと現在の状況とを物理的につ旧いで、宇宙物質形成の歴史を明ら

かにする・これは素粒子論、宇宙論．とも深く関連すろ課題である。

　（6）宇宙論モデルの検証
　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗
　宇宙は或る巨大な爆発（big　bang）によって始’ま』つたとする説が定着しつつあ

る琶現在提唱されている縮論モデ・レのうち・どれ三々の報と、合

致するものであるかを決め労れば妨観モデルの特性の・ρである開．

閉の問題・即國ち宇宙は永遠鵬張を御るのか、’あるいは、．や層がて収縮に

転ずるかは、宇宙の物質密度によって定まる。今までに観測にかからな

『かった鋤細瀕髄蜒uラヅク・．ホー樽の溢赫轍・鰍威

・X四域の観測によって探索する。嫁たモデルの運動学的特性は遠方の

一6

㍉．L

天体の逃散速度、宇宙の膨張速度の精密決定によっ’て決まり、低雑音で大回光

力を持つ宇宙空聞望遠鏡が威力を発揮する。この種：の望遠鏡は宇宙天体、遠方の

銀河系、特に準星の分布統計や見かける大ぎさの変化の統計によってモデルQ

幾何学的特性を決定するにも有効である。

　（7）他の高等文明生物の存否

　生物が生存できる三選と似た条件を持つ惑星そ㊨ものを探すには、高精度で

’簿位置測定のできる宇宙空間光学望遠鏡によるのが良いが・高文明生物が多量の

　　エネルギー消費を行うことを前提として、赤外域で探査することも可能である。

　　すでに行われている電波域に知ける通信による探知が成功すれば、それに基づい

　　て天体を伺定する手順となろう。現在では、まだ探知の手段も明確ではないが、

　　将来は確実に重要な課題の一つとなる。

　　　＜8＞反宇宙の探査

　　　極めて三章ではあるが、我々の近くの空間でも反物質が素粒子ρ形で検

　　出諏かる・この下紐から轍畝る反物質ででき・た天体の存否妹・物’

　　理学の普遍性や対称性、また・我々の宇宙観にとって大きな意味を持つ。

　　　もし反宇宙が我々の宇宙と同時に創られたと仮定するならば、反宇宙と我々の宇

穐
　　宙との境界、あるいは、両物質が混在する領域では、物質が消滅して大量のエネルギ

　　一が発生すると考えられる。こめような場所があれば、広いエネルギー帯域の

　　探査観測を行うことkより特異天体あるいに領域として捉えられる可能性があ

　　る。

4．開発技、術　　・　　　　　ト　1一　　　　．　，　　、　・

（1）大重・量衛星の打上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、

　現用のM・ケットでは約200Kg・N・ケットでは約1tonの天文衛星の打‡

　　　　　　　　　　　　　　　甲7．．一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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げが可能であり、これらの小中型衛星は限られた波長帯あるいは限られた対象

の観測のため、1～2年に1個の打上げが必要である6しかし将来の宇宙観測

では、必然的に、大きな面積で情報を集めなくてはならない。3．実施課題の（1）か

ら（6）までに挙げた諸課題について一応満足のし？くような詳しい観測を行うには、

口径が3m程度の望遠鏡（光学、　X線〉が必要となり、総体積と重量がほぼ長

さの3乗に比例して大きくなるとすれば、5～10トンの衛星が必要となる。

髄離騰100Kπで良い・当面ス nス・シタト・・による打上げ醤えら己

れるが、長期的展望にたてば我が国固有の打上げ技術の開発が望まれる。

（2）高精度の姿勢制楓

　解像力が高ぐ方向分解能の良い観測を行うには、衛星自体の姿勢制御の精度

ρ高いこζ趣かせな腰砕である・大気の揺ぎの外に出られる利点を最大限

に活用し、また暗い天体を探し当てるたあには、1角度砂以上の精度の姿勢制

御が要求される。

（3）衛星環境の保持

　一旦打ち上げた遠宇宙観測機器は、できる限り長い期間にわたって活動しなけ

ればなら郁・轍全天掃査、潜艦視の目的を持つ醒の場合には1＿定め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
即興を保つこどが雁で禍・鯉内の発熱や太陽照射による加熱は、

光学鑓の歪だけでなく、赤夕隙の放射了解る原因となるので温度の

変動は数度内外に押えられることが望ましい。また衛星自体からの排出気体は

光学装置面を汚染するので十分な注意を払う必要がある。

（4）軌道誉め保守・改修

樫翻難になると長野鯛間中に保守・弊の必要が生じる・付三

三を新「しいものに変えて新種の観測計画を始めることもある。将来のこの種の

鱗は・スペース●シャトルのよ・う・な三三三襟よって蜷を趾購ち帰うて

＿8冒＿

　　行うこともできるが、宇宙空間で行うことによって直接的なチェックができ、

　　副次的な悪効果を与えないという点からみて、有人飛行・宇宙作業の技術に頼

　　るところが非常に大きい。

　　1（5）宇宙空間での大型建造物の構築

　　　地上の重力下では・大型の糖密観測機器の建造が限界に近づいているが・宇

　　宙空間では重力の制約を受けずに大型化すること参可能である。やがては数

論・00mの規灘持つ装置を宇宙観測ステーシ・ンとして飛ばす段階がくるで

　　あろう。また、宇宙空間に漂う望遠鏡群のセンター的役割を担う宇宙子テーシ

　　．ヨンが必要となる。

　　（6）測定装置

　　　宇宙空間観測の高精度化に伴い、像分解能の良い測定装置が要求される。と

　　りわけγ線・X線など、従来の光学的手法の使えない高エネルギー帯での弓形

　　成装置が重要となる・入射信号を電気的信号に変換する像検出器の開発・また・赤

　　外、極端紫外、X線等の高精度スベクトロ入コピー技術の開発が急務である。

　　望遠鏡の大型化に伴い膨大な通信容量が必要とな為ので、通信関係どの共同研

　　究が必要である。3．実施課題の（2）のような特異天体では、活動の時間尺度が労

働
　　端に短かいものもあり、また3．実施課題の（1）＼（4）及び（6）における微光天体の観

　　測では個々の光子を数える桿の低信号観測ともなるために・検出器と情報処理

　　装置の総合的項開発が必票である。

・5．F自主開発／国際協力

　当面は、小・中型衛星を我が国独力で打ち上げつつ、大型・超大型あものに

1ついては国際協力によって行うことになろう参、将来は大型のものも独力ぞ打

　　　　　　　　　　　　　　テ
ち上げられることが望ましい①，

一9「
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　（1）’国産：小・中型衛星

　　M・ケットによる小型衛星の打王げを活用しつつ、1980年代初頭からは

X線、紫外線、赤外線等の1トン程度の中型軌道夫文台を、Nロケットを利用

．して5年に1回醸の割合で母げるのが望ましく・中型軌道天文台に飾

ては早急に実行計画を検討する必要があ・る。

（2）スペース・シャト・ヒリ利用　　　　　　　　　　’

　　スペ弘’シャトル蝿饗すると・翻期間は限られるであろ筑比較齢

的短い準備期間と割安なコストで、大型装置を低軌道に打ち上げることが可能である。

この場合パレットを借り切って、複数の研究領域にわたる観測・実験計画を一

個して行うこと耀ま・しい・このような二体化によ三三のマネージメントで

最大の効果が得られるであろう・スペース・シャトル実用期には、中・’大型望

遠鏡を数回にわたってこみような方式で打ち上げる。

　（3）超大型天文台の共同利用

　　1980年代以降には、例えばST（Space　t，1，、c。P，）のような猷型の

舷台が国際協力によって打ち上げられる試の種の装置は新分野を切詰く、

役割を巣たすので、我が薗も積極的にこれに参加し、とりわけ客員観測の機会を

十分に活用すべきである。

　（4＞　国産大型衛星

　　1990年目には、。1980年代の新知見に基づく新しい分野の展開とともに、電波

からX線γ線にわたって精密観測を行う時代に不る。これに対応するため、我が国で

も5ト10トンの天文台を打ち上げ、軌道上での保守改良や回収も行う能力を

備えなければならない。，これは、それに続込てやってくる、宇宙ステーション

からの軌道望遠鏡群コントロールを中心とし、場合によっては月面天文台をも利

用する本格的な宇宙観測時代の前提として不可欠なものとなろう。’

L10』

禽

　6　解決すべき問題卓

　　（1）　科学は本来、全人類の文明という視点から汎地球的に考えられるべきで

　あるが、天文学は特にその色彩が強悟。天文学ではしばしば広汎な国際’協力が

　大きな成果をもたらしてきたし、今後軌道天文台が増すにつれて、一層国際的

　連帯を強めなければならない。諸国間の軌道天野台の相互利用、情報及び入的

　交流を円滑に行うための有効な機構を検討すべきである。

鮪・（2）従来の天文学は地上の光学●赤外●電波望遠鏡に：よって発展してきたの

　　でぐその技術的蓄積は大きい。従って、地上からも観測可能な波長帯について

　　は、．地上からの観測と宇宙空間からの観測の両者の特徴と経済性を十分に考慮

　9の上、それぞれの長所を生かして使い分けなければなちない。宇宙空間観測技

　術の急速な進展に見合って、相補的な役割を果たす地上の光学・赤外・三三域

　　における大型精密観測装置の充実化が同時に必要である・

囎
．

B　太陽物理学

1意　義　 』　．　　一　 1

　太陽物理学は本来広義の天文学に含まれるものであるが＼太陽は、我々惑星

系の中心的存在であつで、惑星、惑星間空間の物理と密接に結びついている一

芳・．表面をつぶさ噸察できる畦の醒とし蘇文学のなかでも独輪地位

を占めてい営め・その四二別項として拗⑳地均である・

　太陽は恒星物理学のさまざまな理論の詳しい実証の場となるばかりか、今や

電磁プラズマ物理学の実験場としでかけがえのないものとなつ｝亡いる。X線や

遠紫外での観測は、大気にじゃまされない高像分解能の利点も加わって＼フレ

アを始めとする多ぐの動的な電磁プラズマ現象ρ克明な追町を可能としだ・ま
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た電離層の外側に出て幅広い電波帯域の観測をすることが可能となり、太陽か

らさまざ麓踵筐を飛しょうす巌査体による太陽風・太陽コ。ナ．ケラズマ、

の直接的観測もできるようになった。

　このように電磁プラズマの一大実験場としての太陽を、宇宙空間から総合的

に三三察する藤性は・午鎚って融ってζる・ま燃星間空間弾け

る人類の宇宙活動にとっては・太陽とその活動についての難的な科学的螺

が不歌なものとなってくるであろう・我力勧太陽物理係の研究蝉は鰺

めて高く、将来この分野で我が国が大ぎな貢献をすることが国際的にも期待さ

れている。　　　　　　　　　　　　ト

2　内外の動向

　　一般的には天文学の項で触れたので、ここでは簡単に太陽暢理学に特に関係

の深いものだけ勧硫ておく。

　　（1）日本の動向＝多くの気球・ロケット観測に続いて1971年には太陽電

．　　’瀬測を一つ明的とする科学醒「し健同が、藪

　　　　　　　　　　1975年には太陽紫外・X線観測計画を含む科学衛星

　　　　　　　　　　「たいよう」．翻ち上げられ多＠成果を収めている。磯

　　　　　　　　　　更に、次り太陽活動極大期に狙いを定めで、独創的なフ

　　　　　　　　　　レア観測計画を行うことを中心としたASTROrA衛星の

・　　　　　　　　　打上げ準備が進行中である。　．

　　（2）外国の動向：米国のATSシリ・一ズ、RAE塑一ズ、　OGOシリ

　　　　　　　　　　ーズ、、IMPシリーズ、　S’ORLADシリーズ、OSOシ

　　　　　　　　　　リーズくアエリアル・、スカイラブ揖どが、X線・紫外線、

　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　低三二電波帯・及び高像分解能を持つ光学域観測を精力

亭
・

一1’2「

勤

朗1ζ行ってきた・米国峠次期の太陽活動極大期を狙っ

て、1979年にはSMM衛星の三半げを予定している。

電波衛星としては、カナダのアルエットがあり、太陽近傍

の探査体としては西ドイツ・米国’共同のヘリオスが独特

である・いずれにせよ長寿命化・多角化して総合軌道天

文台の様相を深めるどともに、地上の光学・電波観測網と

・一 ﾌ化して機能する傾向を強めている。

　　3実施三三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　（1）　太陽表面での非熱エネルギー伝幡

　　　　太陽孝面下の対流層で生まれる運動エネルギーは波や流れのエネをギーど

　　して上層に伝わり1、コロナ下部で再び熱化すると’考えられているが、その電磁

　　流体力学的な機構は明らかではない。こ¢）過程の解明は恒星物理学にとって重

　　要であるばかりでなく、基本的な物理過程としても大切軸のであるρx線から，

　　光学域にわたる総合的な観測が挙要で、特に高い像分解能（～0ユ”）が要求さ

　　れる。
働
　　　　（2）太陽クロモスファ・コロナの構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　太陽の外層ではガス圧に対して磁気庄が優勢となり、絶好の電磁プラズマ

　　の実験場を形成していう6地上からでは、限られた電波帯域以外では、日食と

　　いう稀左機会にしか十分な観測ができなかった領域で、時とともに興味深い事実

　　が次々と発見されて澄り、将来も新事実発見の宝庫となるであろ、う。IX線から・

　　電波に：わたる全袴域の同時観測が効果を発揮し、また1コロナの先につながる惑

　　星間空間の探査とも同時に行うことが望ましい。
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　　（3）太陽の大局的電磁流体構造

　　太陽の黒点や一般の磁場は、太陽の微分回転と対流活動が相乗しそ働くダ・

イナモ機構によって維持されているものと考えられ七いる。この地球などの惑

星や多ぐり恒星でも共通に働いていると思われる機構の最も明白で観察しやす

い典型が太陽であって、ζゐ重要な物理過程の完全な理解には、太陽活動の何

周期にもわたる観測が必要である。特に散乱光を避けた高像分解能を持つ磁場∴

速度場の観測や、太陽放射の絶対測定などが重要となる。　　　　　　　　　翻

　　（4）太陽フレアの機構

　　短時間のうちに漠大なエネルギーの放射と粒子を放出すゐ太陽面爆発（フ

レア）は、太陽面現象叩最も大規模で多彩な現象である。地球や惑星間空間に

及ぼす影響が大きいばかりでなく、短時間に：巨大な手ネルギーを開放する機構

の解明は物理学◎最重琴課題の一つである・全エネルギ噌帯域の三三分解能の

同時観測が望ましく、しかも高い時間分解能も必票である。

蘇宇宙繍どの高エネ・げ一粒子の翻il惑星間空回プラズマの酬・地

球の高層大気観測とも密接に関連して細り、太陽活動極大期などに集中的に組

織立って行うことが肝要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾

　なお、4開発技術、5自主開発／国際協力、6解決すべぎ問踵点の各節につ

いては・A赦学の項と共通で麺ので・Aゐ（4）から（6）のそれぞれ6節を参照

されたいσ
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